
 

 

 

 

 

（１）身に付けさせたい力を明確にした授業実践  体育科  

～５・６年生の実践～ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）身に付けさせたい力を明確にした授業実践  学級活動 (１) 

～２年生の実践～ 

○議題名 緑小なかよししゅう会（たてわり活動）の計かくを  
立てよう  

○ねらい 友達の思いを察しながら、縦割り班で仲良く活動     
する集会活動の計画を考えることができる。  

 
 

猪苗代町立緑小学校 研究テーマ「『なりたい自分』を目指し，共に認め，高め合うことのできる児童の育成」 

）  

身に付けさせたい力「みどりっこ」  
○み ずからのよさに気付く力  ○ど んな思いも受け止める力  ○りっ ぱに思いを伝える力  ○こ んなんなことにもチャレンジする力  

少人数を生かして車座になり，全員
が積極的に話合いに参加することが
できた。その中でも司会・記録の役割
の児童達によって，スムーズに話合い
が進んだ。  
また，付箋を貼った用紙に記録をし

ながら話し合うことで，自分と他者の
考えを比べ，互いの良さを見付けなが
ら話し合うことができた。  

○ど んな思いも受け止める力  

○単元名 「ボール運動（ボッチャ）」  
○授 業   ボッチャのルールを理解し，状況に応じた攻め  
テーマ 方を仲間と話し合うことによって，主体的にゲー  

ムに取り組むことができる授業  
○本時の  運動能力に関係なく取り組みやすいボッチャで 
概 要 チームで作戦を話し合い，楽しむことを重視した。

状況に応じた投げ方についてゲームボ―ドを活用
しながら、それぞれ考えを練り上げ，動き合った。 

○りっ ぱに思いを伝える力  

ボッチャの特性を生かしその都度
戦略を話し合うため，児童同士の共
感的な関わりが多く見られた。また，
ワークシートに自分の考えをまとめ
てから，チームの中で発表すること
により，一人一人が自分の考えに自
信をもって発表することができた。
互いの考えの良さについて認め合う
ことができた。  

なかよし集会では，縦割り班ごとに話合いをしてクイズに答
えるゲームを行った。役割分担に沿って，クイズのルールの説
明や進行などを自分達でスムーズに運営することができた。全
校生に楽しんでもらうことができたことにより，児童一人一人
の大きな自信につながった。  



 

②キャリア・パスポートの有効活用  

 

 

 

 

 

 

 

③キャリア教育ストーリーマップの作成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）身に付けさせたい力を明確にした授業実践   

全体構想図の作成  
 各授業実践では，他単元・題材，他教科・領域と関連させな
がら，身に付けさせたい力「みどりっこ」を育成するために，
全体構想図を作成した。  
～第２学年  学級活動（１）～    ～第５・６学年  体育科
～  
 
 
 

 

 

 

（２）身に付けさせたい力を育成するための日々の実践  

①縦のつながりを活性化した教育活動の充実  

猪苗代町立緑小学校  研究テーマ「『なりたい自分』を目指し，共に認め，高め合うことのできる児童の育成」 

）  

各学年の実態に応じて，めあ
て（「なりたい自分」）とその振
り返りをするワークシートの
形式を工夫した。めあてを立て
て終わりではなく，次につなが
る振り返りをし，それを綴り，
次に生かそうとする意欲を向
上させることができた。  

○こ んなんな  
ことにも  
チャレンジ  
する力  

１年間の学習を
見通して，身に付
けさせたい力「み
どりっこ」が高ま
るように意識して
授業づくりを行っ
た。その学びをマ
ップとして作成し
学級に掲示したこ
とで，児童と共通
理 解 を 図 り な が
ら，「みどりっこ」
の力の伸びを児童
自 ら が 確 認 で き
た。  

○ 研究のまとめ 
・ 授業実践では，全体構想図を作成し他の教科や単元・領域との
関連を明確にしたことにより，学びの見通しをもって授業を進め
た。これまでの授業をキャリア教育の視点で見つめ直し，再構築
した授業実践を積み重ねることができた。「○ど んな思いも受け止
める力」「○りっ ぱに思いを伝える力」の育成について，ワークシ
ートや提示する資料の工夫，話合いの形態の工夫等が有効な手立
てであることが分かった。  

・ 日々の実践では，キャリア教育ストーリーマップを活用し，「み
どりっこ」を意識した教育活動を行うことができた。次年度は，
「みどりっこ」の力を身に付けていることが次の学びにつながる
ツールとして児童自身が使うことができるようにしていきたい。 

  
縦 割 り 班 に よ る

楽しい活動をする
集会である。企画を
各学年が学級活動
(１ )で話し合い，担
当の 学年が運営を
行った。「みどりっ
こ」の力を育むこと
につながった。  

なかよし集会  収穫祭  田植え  

浜清掃ボランティア 天神太鼓 



キャリア教育全体計画 

                                                                                                                  猪苗代町立緑小学校 

 

＜ 学習指導要領 ＞ 

  【第１章総則第４の１(３)】 

・児童生徒が、学ぶことと自己の将来

とのつながりを見通しながら、社会的

・職業的自立に向けて必要な基盤とな

る資質・能力を身に付けていくことが

できるよう、特別活動を要としつつ各

教科等の特質に応じて、キャリア教育

の充実を図ること。 

 

 

 

 

                     ＜ 学校教育目標 ＞ 

    『 学びます 心豊かに たくましく 』 

 

                     ＜ 目指す児童像 ＞ 

 

 

 

 

【 児童の実態 】 

 ・ 明るく素直で、友だちと仲良くで 

  きる。 

 ・ 指示されたことはできるが、自分 

 

 

 

 

 

 

  ○ すすんで学ぶ子ども  ＜ かがやく目 キラキラ ＞  

 

 

 

 

 

  から進んで活動することが苦手であ 

   ○ 思いやりのある子ども ＜ え が お ニコニコ ＞ 

   ○ たくましい子ども   ＜ げ ん き イキイキ ＞ 

  る。 

 ・ 何事にも熱心に取り組むが、表現 

する力に課題がある。 

 

【 地域の実態 】 

 ・ 自然が豊かで、農業・観光が中心 

 の地区である。 

 ・ 共稼ぎの家庭が多く、児童クラブ

に行く子が多い。 

   

◎小学校におけるキャリア教育の目標 

・自己及び他者への積極的関心の形成

と発展 

・身の回りのしごとや環境への関心と

意欲の向上 

・夢や希望、あこがれる自己イメージ

の獲得 

・勤労を重んじ、目標に向かって努力

する態度の形成 

 

 

 

 

 

                キャリア教育目標  

 

 

 

 

○ 自分の好きなこと、得意なこと、できることを増やし、様々 

な活動への興味・関心を高めながら、意欲と自信をもって活動 

できるようにする。（低学年） 

○ 友達のよさを認め、協力して活動する中で、自分の持ち味や 

役割を自覚することができるようにする。（中学年） 

○ 苦手なことや初めて経験することに、失敗をおそれず取り組 

み、そのことが集団の中で役立つ喜びや自分への自信につながる

ようにする。（高学年） 

 

  

 

 

 

 

 

    

 

各教科・領域における指導内容 

各 教 科 道 徳 科 特 別 活 動 総合的な学習の時間 

○教科の学習を通じて、人 

 間関係形成や情報活用、 

 計画性、意思決定などの 

 力を身につける。 

○学ぶことの意義を理解

し学ぶ喜びを感じる。 

○教科学習を通して、現実 

の社会や生活の理解を

深め、将来の生き方への

関心を高める。 

○学校の教育活動全体を通 

して、道徳的な心情、判 

断力、実践意欲と態度な 

どの道徳性を養う。 

○学校・家庭でよりよい人 

間関係を形成し、自分の 

仕事や役割を見つめる。 

○働くことの大切さを知り 

進んで働く態度を養う。 

学級活動 クラブ活動 ○自然体験や社会体験を通して、 

 自ら課題を見つけ、自ら学び、 

 自ら考え、主体的に判断し、よ 

 りよく問題を解決する資質や

能力を養う。 

○学び方やものの考え方を身に

つけ、問題の解決や探求活動に

主体的、創造的に取り組む態度

を 育て、自己の生き方を考え

ることができるようにする。 

○学級生活の約束やきまりの

中で自分の役割を果たし、学

級の生活をよりよいものに

していこうとする自主的・実

践的態度を身につけさせる。 

○異年齢集団の中で役割分担 

 を理解し、上級生の姿から 

 自分の役割について学ぶ。 

学校行事等 

○現実の社会との接点のある 

 集団活動を通じて、目的に 

 向けての意思決定と行動の 

 積み重ねを学び、役割を果 

 たす楽しさ、達成の喜びを 

 知る。 

児童会活動 

○集団活動を行うための組織

の有効性、重要性を理解し、

協働して活動することを体

験的に学ぶ。 

     

 

 

 

第１・２学年 指導目標 

みんなと助け合い、仲良くすることができる 

第３・４学年 指導目標 

働くことを知り働く人から学ぶことができる 

第５・６学年 指導目標 

自分の役割を知り将来に向けて夢や希望を持つことができる 

人
間
関
係
形
成

社
会
形
成
能
力 

・友達と仲良く助け合う態度を養う。 

・勉強や運動など何でも仲良く頑張って取り

組むことができる。 

・自分のよさや友達のよさを認め合い、友達 

にわかりやすく伝えることができる。 

・友達や家の人の話を聞くとき、その人の考えや気持

ちをわかろうとする。 

・自分の考えや気持ちを相手にわかりやすく伝えよう

と気をつける。 

自

己

理

解

・ 

自
己
管
理
能
力 

・初めてのことでもその活動の大切さやその

方法を理解し、不安を乗り越えてしっかりと

取り組むことができる。 

・クラスや友達のために進んで行動したり協

力したりする。 

・委員会、係、当番活動で自分から仕事を見つけたり、

役割分担したりしながら、力を合わせてとりくむ。 

・好きでないことや苦手なことでも、自分から進んで

取り組む。 

課
題
対
応
能

力 

・分からないことに気がついたら、質問をし

て解決できるようにしていくことができる。 

・調べたいことや知りたいことがあるとき、

自分から進んで、先生に質問をしたり、本で

しらべたりする。 

 

・調べたいことや知りたいことがあるとき、自分から

進んで資料や情報を集めたり、誰かに質問したりする。 

・何かをするとき、計画を立てて進めたり、途中でや

り方に工夫したり、見直しをしたりする。 

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
能
力

能
力 

 

  
 

・進んで勉強や手伝いをし、学校でも家でも

仕事や学習の大切さがわかり取り組んでい

く。 

・将来の夢や目標に向かって努力し、勉強や

生活の仕方を工夫する。 

・自分の夢や目標に向かって、生活や勉強の仕方を工

夫する。 

 

 

  キャリア教育実践のための基礎  

 ○ 食事・睡眠・運動を基本にした生活習慣の確立 

 ○ 基礎・基本の定着に向けたグランドデザインによる学習指導の充実 

 ○ 猪苗代の豊かな自然と優れた人材、歴史・文化、産業を活用した教育活動の展開 

 ○ 学校・家庭・地域が一体となったキャリア教育の推進 

 ○ キャリア･パスポートの作成と活用 

 



○みずからのよさに気付く力 

○どんな思いも受け止める力 

○りっ ぱに思いを伝える力 

○こんなんなことにもチャレンジする力 

～「キャリア・パスポート」活用例～ 

  

以下のような構成で、「キャリア・パスポート」を作成する。 

○ 「キャリア・パスポート」の構成 

（１）共通項目 

  ① 人間関係形成・社会形成能力 

   ② 自己理解・自己管理能力 

   ③ 課題対応能力 

   ④ キャリアプランニング能力 

 

（２）各学年における内容 

   ○ 各学年共通：各学期のめあてと反省（３枚） 

   ○ 行事 

① 第１学年 運動会・遠足・学習発表会・持久走記録会・クロカン記録会 

   ② 第２学年 運動会・遠足・学習発表会・持久走記録会・クロカン記録会 

   ③ 第３学年 運動会・遠足・野口音楽祭・学習発表会・持久走記録会 

・クロカン記録会 

   ④ 第４学年 運動会・宿泊学習・野口音楽祭・学習発表会・持久走記録会 

・クロカン記録会 

   ⑤ 第５学年 運動会・宿泊学習・野口陸上・学習発表会・持久走記録会・野口スキー 

・クロカン記録会 

   ⑥ 第６学年 運動会・修学旅行・野口陸上・学習発表会・持久走記録会・野口スキー 

・クロカン記録会 

   ※ 学校の実態及び教育活動の意義を考え、これらを綴っている。今後、精選を検討し

ていきたい。  

（３）指導上の留意点と管理 

○ 「キャリア・パスポート」は、個人情報を含むため，各学年の教室に保管し，担任が

管理する。進級・転出入・進学の際には，担任を中心に引継ぎを行う。指導要録の写し

などと同封して送付する場合は，学校間で引き継ぐ。 

○ 「キャリア・パスポート」に綴るもの以外の日々の記録で，次年度以降に振り返りの

場面で有効だと考えたものは，「なりたい自分ファイル」に綴ることにした。そのこと

で，今までの自分を振り返り，「なりたい自分」をより具体的に考えることができるよ

うにした。 

 

 

 

 

 

 

「なりたい自分ファイル」に綴るもの 

作文・避難訓練の反省・浜清掃ボランティアの反省・学級会における振り返り 等 



○ 活用の実際 

（１） なりたい自分コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 各学年で活用したワークシート 

 

 

 

 各教室に，「なりたい自分コーナー」を設置

し，児童個々の学年や学期の長期的な目標と行

事等の短期的な目標を合わせて掲示すること

で，「なりたい自分」に向けた目標の設定が，よ

り明確になるようにしている。 

 各学年の実態に応じて，めあて（「なりたい自分」）とその振り返りをするワークシート形式に

した。その形式では，めあてを立てて終わりではなく，必ず振り返りを綴っておくことにした。

そのため，次に生かそうとするつながりをもたせることができた。また，教師からの伸びを肯定

するコメントにより，「○こんなんなことにもチャレンジする力」の育成につなげることができた。 

第２学年 第１学年 第３学年 

第５学年 第４学年 第６学年 

長期的

な目標 

短期的

な目標 


